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１．今タームの活動状況
と今後の予定
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1)S.T.3 安全と持続可能性
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ST3は、安全と環境を戦略テーマとしている。
コーディネーターは田村様

TC 3.1 Road Safety :交通安全
TC 3.2 冬季管理
TC 3.3 アセットマネジメント
TC 3.4 環境持続可能性
TC 3.5 脱炭素



2)S.T.3.4 環境持続可能性
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環境問題に取り組んでいます。大気汚染、騒音、生物多様性という伝統的な
テーマに取り組みます。
座長は前タームに引き続きエリック・ディムヌ（フランス）が就任します。

ST 3.4.1:大気汚染

ST 3.4.2:騒音

ST 3.4.3:生物多様性



TC 3.4.3 への参加理由
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●日本は、以下の理由により3.4.3 自然に参加
• 前タームにおいても参加していたこと。
• 大気、騒音に関しては国際情報収集の必要性が相対的に低いが、自然分野に関しては
ネイチャーポジティブ（環境復興）などに関し国際的な情報収集が必要であること。

• 我が国に十分な研究実績があり、国際貢献が容易なこと。

●参加国
TC3.4全体の参加国数は40か国、参加人数は100名以上
TC3.4.3の参加者は、28か国

●日本からの委員
・委員：曽根 真理（㈱フジタ、元国総研道路環境研究室長）
・連絡委員：留守 洋平（道路局 環境安全・防災課 道路環境調整官）
・若手委員：一丸 結夢（国総研 道路交通研究部 道路環境研究室 主任研究官）



TC 3.4 会議開催状況
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これまでに２回会合が行われた。

第1回：2024年1月、フランス国パリ市：顔合わせ
第2回：2024年11月、web ：テーマ募集
第3回：2025年春、ウィーン？

出典：2020年11月2日 PIARC事務局提供資料

第2回はWebで行われた。
参加者は14名、欠席14名？



TC 3.4.3 第2回会合のポイント
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テーマ１：気候変動と道路と生物多様性の関係
1)今後は気候変動及び道路が生物多様性に与える影響を考慮する
2)緩和及び補償措置について調査する
3)太陽光発電設備の導入による生態系への影響

テーマ２：騒音及び振動と生物多様性の関係
1)建設中の騒音振動も対象
2)光、匂いなどの影響も

テーマ３：生物多様性に対する累積的影響
1)影響の定義

テーマ４：外来種
1)侵略的外来種



２．有益と考えられる内容
３．日本の強みや弱み
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２．有益と考えられる内容
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日本の状況：
日本国内においては、mitigation（緩和措置）が功を奏し、道路による生物多様性へ

の悪影響が相対的に減少しつつある。
nature positive（自然再興）など、道路が生物多様性に与える積極的な影響について

注目が集まりつつある。

目標とする成果：
日本の理論・事例を周知することで各国に貢献する。

nature positive （自然再興）関連の理論・事例を収集する。



３．日本の強みや弱み
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●背景（弱み？）：
都市内における環境貢献（大橋JC）の話をしたが興味をひかなかった。各国の道路

管理者が都市間道路中心であることが原因。都市公園(Garden)は生物多様性(bio-
diversity)に貢献するものではないことも原因。

●日本の強み：
過去において緩和措置を行ってきた。数十年が経過し、mitigation(影響緩和)から

nature positive(自然再興）へ貢献する段階になりつつある。
外来種関連の考え方も含めて道路法面の自然植生の復興などはまさしくnature 

positive（自然再興）であるといえる。

●目標とする成果：
都市間交通が中心となるため、都市間（郊外）におけるnature positive(自然復興) につ

いて着目し、日本からの情報発信及び国外の情報収集を行いたい。



日本からのテーマ別貢献方針
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テーマ１：気候変動と道路と生物多様性の関係
→無理やりのテーマ設定という感がある。

テーマ２：騒音及び振動と生物多様性の関係
→オオタカ等の事例があり、事例及び理論で貢献可能

テーマ３：生物多様性に対する累積的(cumulative)影響
・日本国内プロジェクトのモニタリングの結果を報告。
・国外からnature positive（自然再興）等の事例があれば収集。
・mitigation（影響緩和）からnature positive（自然再興）への変化

テーマ４：外来種
→特定外来種除去の事例があり、事例及び理論で貢献可能



４．アウトプット（技術基準等）
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４．アウトプット（技術基準等）

20201130PIARC T.C. 3.4. 国内委員会資料

13

●nature positive（自然再興）を意識した、事例・理論の収集

●日本の技術基準への反映について
・道路環境影響評価の技術基準（国総研資料）で理論が先行
・mitigation（影響緩和措置）後、数十年が経過し、nature positive（自然再興）の事例
が徐々に出現しつつある状況。
・事後評価事例を取集・分析することにより、道路環境影響評価の技術基準を改良す
ることが目標。



５．前タームの報告（参考）
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前タームのまとめ
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前タームのWG（作業部会）構成は今タームと同じ。

TC 3.4.1:大気汚染、TC 3.4.2:騒音は、報告書提出には至らなかった。

TC 3.4.3：生物多様性は報告書を作成した。

日本では、対策面でピークを過ぎたと思われる沿道における大気や騒音問題が、
発展途上国においては依然として深刻であることを反映している。
テーマ選定自体は、PIARCが西欧諸国の集まりから世界的活動組織になっている
ことを示す好例だといえる。



T.C.3.4.3 前ターム報告書
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伝統的な内容。日本から見ると目新しいものはない。
日本の成果をもって、貢献した。（左図：環境影響、中図：横断、右図：緩和措置）



T.C.3.4.3 前ターム報告書
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各国の考え方は日本とほぼ同じ。
左図：検討サイクル（PDCA）、中図：SEAからモニタリングまで、右図：オーバー
パス・アンダーパス



目を引く事例

20201130PIARC T.C. 3.4. 国内委員会資料

18

左図：哺乳類を感知して注意喚起する取り組み。雑誌道路で報告済み。
中図：DNA調査。日本でも行っている。 雑誌道路で報告済み。
右図：カリブー（オオツノジカ）の移動を妨げない。雑誌道路で報告済み。
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